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７5期生は308名が共通テスト受験予定！
共通テストまで１００日を切りました。７５期生の皆さんは、来年の１月１４・１５日

に行われる共通テストに向けて頑張っていることと思います。この時期は、いろいろと焦
りもでると思いますが、体調管理に気をつけ、遅刻・欠席をせず、学校の勉強を最大限に
活用しながら、受験勉強をこなしていきましょう。この時期に集中して勉強することで、
絶対に実力は上がっていきます。自信がなかなか出ない人も多いと思いますが、第一志望
を下げず、併願校を考えることで、合格を確保しましょう。入試日程の立て方については、
１０月２６日（水）の５時限目に、河合塾から講師の先生を招き、進路ガイダンスを実施
する予定です。
今年度は３０８名の７５期生が、共通テストを受験します。みなさんは、私大の一般入

試や国公立の個別試験対策と並行して勉強していると思いますが、共通テストの教科書レ
ベルの問題は、土台の部分です。共通テストは少しくせがあるので、共テマーク模試を受
験したり、共テ予想問題を解いたりすることで問題の形式に慣れていってください。そし
て基礎力に磨きをかけ、得点力をアップするには何が必要かを考えながら、志望校に合格
できるように、頑張りましょう。共通テストの目標得点率は国公立は７～８割です。特に
私大の人は科目数が少ない分確実な得点が求められます。

卒業生から７５期の皆さんへのメッ
セージ
東京都立大学 Ｈ．Ｆ．君（７４期生、大学生チューター）
「多くの問題に触れる」と経験が力になります。「曜日ごとの
ルーティーンを決めて実行する」と共テ直前まで使えます。
「息抜きと勉強のオンオフをしっかり管理する」とだらけ防止になります。共テ対策は、
時間内に解ききれる状態を当たり前にして、答え合わせは妥協せずに解説はよく読んで、
人に教えられるくらいのレベルを目指しましょう。
東京学芸大学 Ｅ．Ｓ．さん（７４期生、大学生チューター）
模試の結果の判定や偏差値よりも、自分のできなかった部分や理解が足らない部分の復習
に時間をかけましょう。この時期に大事なことは、自分なりの勉強のスケジュールをルー
ティーン化することです。計画的に集中して勉強する習慣が何より大事です。
東京農工大学 Ｏ．Ｍ．君（７３期生、元大学生チューター）
「模試で良い成績がとれない」、「志望校のレベル下げようかな」はダメです。模試の判
定や結果はそこまで気にしなくてもいいから、解き直しと復習は必ずやること。一人で頑
張りすぎないことが大事。友達や先生との会話が自分の中のストレスを意外と解消してく
れます。毎日の学校が励みになりました。
慶應義塾大学 Ｋ.Ｈ君（７３期生、元大学生チューター）
10月からは演習、過去問が増えます。たしかにたくさんの問題に触れるのは大事ですが、
基本を忘れがちです。「復習と演習のサイクル」をしましょう。
埼玉大学教養学部 Ｉ．Ｙ．さん（７２期生、元大学生チューター）
これからの時期、11月、12月が一番成績が伸びる時期だと思います。だから今あまり結果
が出なくても、計画を立てて苦手分野をつぶしていきましょう。例えば苦手の数学では、
模試で解けなかった問題を解き直し、問題を解くための手順を理解して体で覚えていきま
した。そうするとこういう形式の問題がでたら、この公式を使うんだと頭が反応するよう
になります。たまには、友達としゃべったり、好きな音楽を聴いたり、心身共に健康第一

で受験を乗り切ってください。
埼玉大学教育学部 Ｄ．Ｒ．君（７１期生、元大学生チューター）
順調に進み成績が伸びている人もいれば、逆に伸び悩んでいる人もいるかと思います。し
かしどちらにも受験に対する「不安」な思いは共通しています。そんな「不安」に負けな
いために自分がやってきたことを信じてやり続けてください。そして、その苦労を周りの
友だちと共有して励まし合ってください。それから過去問に少しずつチャレンジをし始め
てください。時間をはかって解いてみてできなかったところは、基礎から復習してみる。
この反復で自分の志望校あるいは共通テストの形式に慣れることが大切だと思います。最
後に笑って卒業できるように頑張ってください。応援しています。
東京海洋大学 Ｍ．Ｋ君（７１期生、元大学生チューター）
今までたくさん勉強したのに、模試の成績が思うようにいかなかったりと壁にあたること
もあると思います。結果にすぐに出なくても、知識は勉強した分、どんどん増えています。
成績が伸びないからといって、落ち込まずに自分を信じて頑張ってください。応援してい
ます。
早稲田大学商学部 Ｓ．Ｋ．君（７１期生、元大学生チューター）
今まで本気で勉強を頑張ってきたけど、本当に実力がついているのかわからなくて、不安
な時期だと思います。高３の１０月は僕もそうでした。ですが、あともう一踏ん張りで必
ず自分の成長を実感できるタイミングが来るはずです。生活リズムを整え、継続的に頑張
ってください。
千葉大学国際教養学部 Ｉ．Ｎ．君（７０期生、元大学生チューター）
いよいよ受験を本格的に意識し始める頃かと思います。思ったように成績が伸びずに不安
を感じている人も多いと思います。でも大丈夫です。しっかりレベルアップしています。
夏休みの頑張りは確実に次のステップに進む土台になっています。それに気付くのがもう
少し先なだけです。夏で作り上げた基礎という土台の上に、新しい「応用」という武器を
作り上げましょう。「泣いて笑ってもあと共通テストまで１００日」です。頑張って！
千葉大学法経学部 Ｆ．Ｋさん（７１期生、元大学生チューター）
本当に辛い時、自分を突き動かしてくれるのは、焦燥感だったり
します。このままだとヤバイというあせりがあるから集中できた
ことも多かったです。「受験怖い」の気持は持ってて正解です。
自分に合ったやり方で、頑張ってください。
千葉大学理学部 Ｏ．Ｎ．君（７０期、元大学生チューター）
①赤本はもう始めましょう。時間もちゃんと測って。
②まだ苦手は克服できます。少しでも苦手を減らす努力を。
③模試の判定で一喜一憂しないでください。苦手分野をチェックして補強しましょう。
④睡眠時間を確保し、体調管理をしっかりと。息抜きも大事です。

合格へのロードマップ（10月～３月）はこれだ！
【２学期開始】２学期は実力養成期間。いよいよ本格的な演習問題に突入だ！
夏休みが終わっても急に成績は伸びない、焦ったり落ち込んだりすることもあるが、自分
を信じること。夏休みの努力は絶対に受験生を裏切らない。成績がじわじわ伸びてくるの
は、１１月くらいから。
☆再度家庭学習の予定表を作り直す
☆推薦入試希望者は、受験勉強と平行して、小論文等の対策を始める

【１０月】過去問を入手し、傾向と対策を立てる時期。実践的な演習問題をやって実力を
高めよう。弱気にならず、第一志望を貫け！
推薦等で大学が決まる人もいて、落ち着かなくなる時期。かなり受験のストレスもたまっ
てくるが、がまんがまん。自分を信じること。淡々と、今なすべきことをひとつひとつこ
なすだけ。



☆わからない問題はどんどん先生をつかまえて聞こう。質問攻めの生徒は第一志望校に合
格します（多くの先輩がそうでした）。

【１１・１２月】いよいよ具体的な受験プランを立てる時期で、一番苦しい時期でもある。
でも友人・先生・保護者はみんな応援している
この時期から成績は着実に伸びてくるはず。手ごたえを感じる人も多いだろう。志望校を
決める面談も始まり、いよいよ併願校も含めて最終的な受験プランを計画する時期。
☆集中的な共通テスト対策
☆学校を絶対に休まない、遅刻しない、最後までいつものペースを守ること。
☆体調管理が最優先。必要に応じてコロナやインフルエンザのワクチンを受ける。

【１月】いよいよ共通テスト。でも共通テストは通過点でしかない。
共通テストが終わるといよいよ受験本番。今まで以上に過去問に取り組もう。ある難関大
学に合格した先輩は、過去２０年分やったと言っていた。国公立大志望者は、共通テスト
後に２次試験対策に切り替える。私立大志望者は、共通テストを反省し私立大対策に。
記述問題・論述問題は上高の先生に積極的に見てもらおう。個別に丁寧に指導してくださ
います。
☆体調管理が最優先
☆不安でいっぱい。でも不安のない受験生なんていない。自信満々の受験生なんていない。

【２月】入試のピーク。現役生は受験の日まで伸びる！･･･は本当です。
「受験をし、問題の振り返りをし」を繰り返していくうちに、現役生は本当に実力が伸び
ていく。体調の維持も大切な受験の心得。
☆自宅学習期間ですが、それでも学校の自習室や教科の先生を利用してください。家で孤
独に勉強するよりも、学校に来てするのがいいです。受験が思うようにいかなかったら、
すぐに担任の先生や進路指導部の先生に相談してください。上高はみなさんのベースキャ
ンプみたいなものです。何かあったらいつでも来てください。

【３月】お疲れ様！１年前の自分を思い出してみてください。受験なんて「たかが受験」。
だけど１年前の自分と今の自分は確実に何かが違うはず。
受験に成功しようが、残念ながら失敗しようが、ここまで精一杯戦った人は、かけがえの
ない大きなものを得たはずですし、この１年間は忘れられない１年間になったはず。ずっ
と大人になっても、高校３年生の夏休みのこと、スランプになって悩んだこと、そしてこ
の２月、３月の合格発表の瞬間は覚えているもの。
☆自宅学習期間ですが、それでも学校の自習室や教科の先生を利用してください。家で孤
独に勉強するよりも、学校に来てするのがいいかもしれません。上高はみなさんのベース
キャンプみたいなものです。何かあったらいつでも来てください。

スタディサプリの先生に聞く「共通テスト英語対策」
大学入試の英語対策について、みなさんが受講できるスタディーサプリの人気英語講師
（主に英文法の講座を担当）関 正先生のアドバイス記事を抜粋しました。（リクルート
「スタディサプリ進路」より）。
共通テストの英語は、何が特色ですか？
リスニングが重視されいているので、慣れていきましょう。
リーディングは実用的な英文やブログ、図表問題や広告問題がいくつか出題されます。
リーディングには文法はありませんが、文法の勉強は必要ですか？
必要です。そもそもリーディングには文法は欠かせません。４択の文法問題などはありま
せんが、リスニングで文法が問われると思います。「文法をしっかり理解していないと解
けない」というリスニングの問題が出題されると予想されるので、今まで以上に文法の勉

強が重要になります。
共通テストではリスニングが重視されていますが、どんな勉強をすればいいでしょうか？
リスニング力をつけるためには、まずはリーディングの勉強から始めましょう。その理
由は、リスニング問題が解けない場合、英文で書かれたものを読んでも意味がわからない
ことが多いからです。リスニングのベースになるのが、単語・文法・英文解釈・長文読解。
「聞けない」のではなく、もともと「読めない。」
リスニング独自の表現を頭に入れることも大事です。above～（～の上に）とかリスニング
では天気予報もよく出ますが、humid（湿気の多い）などの単語を知らないと聞き取れませ
ん。
リスニング対策というと何回も音声を聞いて問題を解く練習を繰り返しがちですが、「ま
ずリーディングをしっかりやる」「表現を覚える」「英語の発音になれる」ことが重要で
す。
共通テストのリーディングはどのように対策すればいいでしょうか？
単語と文法の基礎ができていたら、たくさんの長文を読んで量をこなしていきましょう。
（単語と文法の基礎ができていない人は、とにかく参考書や問題集を一冊マスターしまし
ょう）。その時にひたすら長文を読むのではなく、文法と英文解釈の理論をしっかりふま
えることが大切です。英文解釈とは、どれが主語で、ど
れが同士で、どれが形容詞のかたまりになって名詞を修
飾しているかなど英文を解析することです。一文一文の
解析がきちんとできなければ、長文を読んでいくことは
できません。スピードは徐々についてくるので、今は正
しく読めることが重要です。
その後時間内に解けるようにスピードを気にしながら読
めるようにしてください。共通テストやセンター試験の
長文の過去問などを使い、段落の内容を早く理解していくトレーニングも有効です。共通
テストの長文や私大の長文もとにかく慣れです。基礎を固めて、量をこなせば、絶対にで
きるようになります。

河合塾講師による「入試日程の立て方と入試対策」講演会
が本校で開催されます！
10月26日（水）5限に本校で、河合塾から講師の先生を招いて、３年生対象に「入試日程の
立て方と入試対策」講演会を開催します。いよいよ入試が近づく実感が芽生え、あせった
り不安になったりする時期ですが、情報をしっかり把握し、不安をなくし、ベストな入試
計画を立てて欲しいと思います。

【今後の受験・学習のために確認したいこと】
①志望校の入試科目・配点を調べよう！
志望校の大学入学共通テスト・個別学力検査の科目・配点を把握しま
しょう。
②入試科目・配点から重点科目を認識し、学習計画を立てよう！
ウエイトの高い科目は、入試の際に大学が重要視している科目なの
で、力を入れて
学習する必要があります。優先順位をつけて学習に取り組みましょ
う。
③併願校についても考えて調べてみよう！
志望校のほかにも、自分の希望がかなえられる進路についても調べましょう。
視野を広げておくことで、自分の可能性を狭めないことも大切です。


